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宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

Po

a
切
な
部
署
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
始
ま
る
新
年
度
を
迎
え
る
わ
く
わ
く
感
と
共
に
こ
れ
か
ら
矢
継
早
に
出
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
重
要
性
を
考
え
る
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
交
錯
す
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。 

２
０
１
７
年
酉
年
の
ス
タ
ー
ト
に
際
し
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
念
じ
つ
つ
今
後
益
々
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。
今
年
も

PP oco

a 
当
法
人
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
は

１
月
か
ら
事
業
企
画
推
進
室
「
ａ
ｊ
ｉ
ｔ
ｏ
」
と
い
う
事
業
部
を
本
格
稼
働
さ
せ
ま
す

こ
の
事
業

部
は
法
人
（
職
員
）
を
元
気
に
す
る
為
の
部
署
で
人
事
や
事
業
企
画
や
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
推
進
す
る
部
署
と
し
て
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
現
在
は
２
名
＋
私
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
ど
う
化
け
て
行
く
か
が
楽
し
み
で
あ
り
、
当
法
人
の
今
後
を
左
右
す
る
大

切
な
部
署
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
始
ま
る
新
年
度
を
迎
え
る
わ

わ

感
と
共
に
こ
れ
か
ら
矢
継
早
に
出
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

P

 

oco

o 

で

今
一
度
社
員
全
員
が

分
の
為
で
は
無

他
人
の
幸
せ
の
為
に
何
が
で

か

い

考

方

追
及

て
み

い

思
い

国

の
制
度
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
自
分
達
独
自
の
存
在
意
義
を
模
索
し
よ
う
と
い
う
思
い
で
「
利
他
心
＋
自
立
心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
２
０
１

７
年
４
月
か
ら
始
ま
る
新
年
度
に
向
け
予
算
編
成
や
事
業
計
画
作
成
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。 

当
法
人
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
は
、
１
月
か
ら
事
業
企
画
推
進
室
「
ａ
ｊ
ｉ
ｔ
ｏ
」
と
い
う
事
業
部
を
本
格
稼
働
さ
せ
ま
す
。
こ
の
事
業

ぽ o 

ば
社
員
の
生
活
も
豊
か
に
な
り
、
最
終
的
に
は
日
本
を
良
く
す
る
と
い
う
稲
盛
イ
ズ
ム
を
全
員
が
継
承
さ
れ
て
い
る
事
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
学
び
を
受
け
当
法
人
の
来
年
度
の
法
人
方
針
を
「
利
他
心
＋
自
立
心
」
と
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉
法
人
改
革
を
求
め
ら
れ
て
い
る

中
で
、
今
一
度
社
員
全
員
が
自
分
の
為
で
は
無
く
他
人
の
幸
せ
の
為
に
何
が
で
き
る
か
と
い
う
考
え
方
を
追
及
し
て
み
よ
う
い
う
思
い
と
国

ぽ
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は
誰
の
為
に
存
在
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
事
を
改
め
て
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
。
例
会
後
の
懇
親
会
が
ま
た
楽
し
く
、
色
ん
な
職
種
の
方
々
と

名
刺
交
換
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
に
共
通
す
る
の
は
社
員
の
為
に
と
い
う
発
想
つ
ま
り
「
ｆ
ｏ
ｒ 

ｔ
ｈ
ｅ 

ｔ
ｅ
ａ
ｍ
」

な
の
で
す
。
自
分
一
人
の
利
益
で
は
な
く
社
員
の
為
に
何
を
な
す
べ
き
か
を
常
に
考
え
行
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
会
社
が
安
定
す
れ

こあ

頂
き
ま
し
た
。
面
接
も
そ
こ
そ
こ
に
盛
和
塾
大
和
の
例
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
今
で
は
超
優
良
企
業
で
あ
る
梅
の
宿
酒
造
の
社
長
で
あ
る

吉
田
様
の
経
営
哲
学
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
吉
田
様
は
、
う
ら
若
き
女
性
社
長
で
２
児
の
母
を
や
り
な
が
ら
会
社
経
営
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
社
愛
と
共
に
社
員
と
の
信
頼
関
係
の
強
固
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
う
あ
る
べ
き
と
い
う
姿
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
経
営
者

こ あぽ
は
、
昼
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
と
蕎
麦
屋
に
入
り
、
注
文
し
て
蕎
麦
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
間
の
暇
つ
ぶ
し
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
見
て
い

る
と
た
ま
た
ま
奈
良
に
盛
和
塾
大
和
が
開
塾
さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
、
直
ぐ
に
関
係
者
に
電
話
で
直
接
連
絡
を
取
ら
せ
て
頂
き
入
塾
の
為
の

面
接
を
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
面
接
を
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
さ
れ
る
側
に
な
る
事
は
久
し
ぶ
り
で
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

平成 2

ぽ
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

老
化
の
進
行
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
１
年
が
過
ぎ
る
の
が
年
々
早
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

昨
年
は
以
前
か
ら
尊
敬
し
て
や
ま
な
い
稲
盛
和
夫
先
生
が
塾
長
を
務
め
て
お
ら
れ
る
盛
和
塾
に
入
塾
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
入
塾
の
経
緯

は
、
昼
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
と
蕎
麦
屋
に
入
り
、
注
文
し
て
蕎
麦
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
間
の
暇
つ
ぶ
し
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
見
て
い

29 年冬

こ
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

理
事
長 

下
村 

卓
司 

こ 

新
年
の
ご
挨
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午

“

っ

て

識

い

に

 

私

と

ン

コ

今

次

P oco 

Po
a 

ゆらく

今年度の冬期

講師は、奈良

花浴先生は、

ング、コン

午前中は、“セ

ピックアップ

働について、

きました。 

午後からは、

“アンガーマ

って、怒りに

て「こうあっ

識が守られな

い事が大切だ

に人づき合を

私たちは日々

言う気持ち

ントロール”

コントロール

今回は初級編

次回は、もう

ぽ
P oco 

の里 

期研修は、“ア

良県臨床心理

障がい者更生

ンサルテーシ

セルフコント

プされており

日ごろから感

“アンガーマ

ネジメント

振り回されな

て欲しい」

かった時に

だという事を

し、自分を好

ご利用者と接

も強くなっ

や“アンガ

ルし、ご利用者

編であり、基

う少し深い話

午前の

 

ぽこ 
ぽあ 

冬期施

アンガーマネ

士会からご紹

生相談所の心

ョンを行って

トロール”に

、利用者と介

感じているス

マネジメント

”とは、「①

ないように感

と言う要求や

起こる感情で

学びました。

好きになる事

接している際

てしまう時が

ーマネジメ

者の支援へ

基本的な事を

話を聞いてみ

の講義の様子 

ぽこ

施設内

ネジメント”

紹介を頂いた

心理判定員を

てこられた方

についての講

介護労働者の

ストレスが生

また、各自

出来ました

その為には

どのサイン

びました。

簡単に出来

実践してみ

ト”について

①怒ることと

感情を伝える

や願望であ

です。この講

。“アンガー

事が出来ます

際、想いが強

があります。

ント”を実践

も生かしてい

教えて頂き

みたいです。

 

こ 
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内研修

と“セルフ

た花浴
はなえき

 友
ゆ

利
り

を経て学校、

方です。 

講義です。近年

の間にある理

生み出す問題

自のストレス

た。この講義

は、自分自身

ンに、どれだ

また、その

来る呼吸法な

みようと思い

ての講義です

怒らなくてい

ること」の２

り、「～べき

講義では、怒

ーマネジメン

す。 

強くなり「こ

。そういった

践する事で、

いきたいと思

ました。 

コントロー

利子
こ

先生にお

企業、福祉

年、“セルフ

理解や共感と

題や、そのス

スチェックを

義を受け、ス

身が気づいて

だけ早く気が

の対処方法は

などがあり、

いました。

す。 

いいことを分

２つの意味合

き」という譲

怒ってはいけ

ント”を身に

こうあって欲

た時に、“セル

、気持ちを上

思います。

ゆらくの里

 

12 月

ル”について

願いしまし

祉施設、精神

フコントロー

いった多く

ストレスの種

を行い、個々

ストレスと上

ていない部分

が付き対処す

は趣味などに

私自身、プ

分けること」

合いがありま

譲れない価値

けないのでは

に付ける事で

欲しい」

ルフコ

上手に

研修担当 

以和
～ 施設

月 28 日 

てです。 

た。 

神科クリニッ

ール”は福祉

の感情のや

種類について

の状態の確

上手に向き合

分で起こって

する事が必要

による発散以

プライベート

」「②心理ト

ます。怒りは相

値観から、自

はなくて、怒

で、余計なス

大内 彩葉

貴会
設内研修 ～

クでのカウン

の世界で大き

り取りの感情

などを教えて

認も行なう事

う事が大切

いる体の不調

かと言う事を

外に、どこで

や仕事の合間

レーニングに

相手の人に対

分の中にあ

りを持続させ

トレスを溜め

午後の講義の

葉 

～

ンセ

きく

情労

て頂

事が

で、

調な

を学

でも

間に

によ

対し

る常

せな

めず

の様子 



 

 

 

P
C'

 

す

馬見

“ナ

当日

商品

シェ

知っ

ご来

すみ

への

魚や

しん

食事

「た

され

P oco 

Po
a 

'festa（シ

すみれの

見丘陵公園で

ナチュラルカ

日は、心地よ

品もご好評い

ェフェスタを

って頂く事が

来場・お買上

みれの里の初

の実施となり

や動物と直に

んだ後は、万

事やカラオケ

たこせんべい

れたりと、充

ぽ
P oco 

シェフェ

の里 一泊

で開催された

カフェモンス

よい秋のさわ

いただき、無

を通して、た

ができたかと

上頂きました

初めての一泊

りました。一

に触れ合い、

万博公園で昼

ケを楽しまれ

いの里」へ行

充実した時間

 

ぽこ あ

スタ）20

IWA

ス

泊旅行 

た『C'festa
ステラ”と“

わやかな気候

無事に完売す

たくさんの方

と思います。

た皆様、あり

香芝市

SORA
日頃、

た絵画

普段、

んで頂

泊旅行となっ

一日目は体験

、いつも以上

昼食を食べ、

れ一夜を過ご

行き、ご当地

間を過ごされ

イオ

スイ

貴重

子の

ご試

商品

商品

ぽこあ 

016 

AKI アー

ウィーツ

 

（シェフェス

“フェリーチ

候に恵まれ、

する事が出来

方にモンステ

 
がとうござ

市総合福祉セ

A で「IWAK
法人内各事

画、陶芸、手

作品の発表

頂き熱心に作

10 月

った今年の旅

験型水族館「

上に楽しそう

淡路島の洲

ごしました。

地グルメを堪

れました。

オンモール大

ーツファク

重な奈良県産

の『山の辺のあ

試食いただい

品は無事完売

品をご購入い

こ 

-3- 

10 月 8

ート展 20

ツ甲子園

スタ）2016』
チェ”が参加

会場は大賑

来ました。 
テラとフェリ

ざいました！

センター１

KI アート 20
事業所のご利

手芸、工芸作

表の機会が少

作品の 1 点１

月 13 日～

旅行は、“大阪

「ミュージア

うな表情が見

洲本市にある

二日目は、

堪能されたり

大和郡山で行

トリー モン

産の小麦粉を

あしあと』で

いた多くのお

売する事が出

いただいた皆

日～10 日

016 

園 2016 

に 
しました。

わい。 

ーチェの商

階共用ロビ

016」を開催

利用者様が、

品を一同に集

少なく今回、

１点足を止め

1

～14 日 

阪・淡路島方

アム ニフレル

見られました

るホテルで豪

淡路島内に

り、お土産を

われた“ス

ンステラが参

を使用し、素

です。投票の

お客様から「

出来ました。

様、本当にあ

日 

奈良大

品を

ビーと同福祉

催いたしまし

芸術活動の

集めた力作ば

地域の大勢

め見て頂き本

10 月 13 日

方面”

ル」で

た。楽

豪華な

にある

を購入

ウィーツ甲子

参加しました

素材にこだわ

の結果 12 事業

美味しい」

応援や投票

ありがとうご

以和

大会 

祉センター内

した。 
の中で真心を

ばかりの作品

勢の方がこの

本当に有難う

日～20 日

子園 2016 奈
た。今年のエ

わった安心で

業所中 5 位と

というお言

票をして下さ

ございました

1

貴会
～ 行事 ～

内のレスト

込めて制作

品展示会でし

作品展に足

ございまし

日 

奈良大会”に、

ントリー商

やさしい焼

となりました

葉をいただ

いました皆様

た。 

0 月 15 日

～

ラン

され

した。

を運

た。

、 
品は

き菓

たが、

き、

様、

日 
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「今人・モンステラ・SORA」合同一泊旅行 

ゆらくの里で家族会主催のバーベキュー大会が開催されました。 
毎年、美味しいお肉や野菜・海産物等をご利用者や職員の為にとご

用意して下さいます。 
普段は少食のご利用者も美味しいお肉を喜んで完食されたり、たく

さんおかわりをされたりと、皆さん食事を堪能されていました。ま

た、職員も豪華なお肉などをお腹いっぱい頂く事が出来ました。私

どもの為に、貴重な御時間を割いてご準備して下さり、本当にあり

がとうございました。 
 

10 月 20 日～21 日 

ゆらくの里 BBQ 大会 

児童支援課 宿泊学習 

10 月 23 日 

10 月 29 日～30 日 

今年度の児童支援課の宿泊学習は兵庫方面への実施となりました。 
最初に訪れた「須磨水族館＆須磨海浜公園」では、みんなで砂浜をおも

いきり駆け回ったり、水族館でイルカのライブショーを見て楽しんだり

と、子どもたちは大喜び。宿泊先の『しあわせの村』では、敷地内にあ

るアスレチックでいっぱい遊んで、へとへとになった後、ホテルの中に

ある「ジャングル温泉」でジャグジーに入ったり、打たせ湯を浴びたり

して 1 日の疲れを癒しました。二日目は「神戸どうぶつ王国」できれい

な鳥やペンギン、ラクダに馬やネコまでいて、子どもたちはエサやり体

験やふれあい体験、ドクターフィッシュに足の角質を食べてもらう体験

などをして、おもいっきり楽しみました。 
今回の宿泊活動を終えて、子どもたちの新たな一面を発見することがで

き、とても充実した宿泊活動となりました。             

皆さんが大変楽しみにしておられた、今年の「今人・モンステラ・ＳＯ

ＲＡ」合同一泊旅行は、伊勢・志摩方面への実施となりました。 
一日目の志摩シーパラダイスでは、海を眺めながらの美味しい昼食を召

し上がられた後、大きなセイウチにこわごわ触れたり、ドクターフィッ

シュの水槽に足をつけてみたりと、初めてばかりの体験に、皆さん笑顔

がいっぱいでした。宿泊先の鳥羽シーサイドホテルでは恒例のカラオケ

大宴会の後は、温泉に入られたりして、みなさんゆったり過ごすことが

できました。二日目は志摩スペイン村で乗り物に乗ったり、お土産を買

ったりと、それぞれの楽しみ方で１日を満喫していただけました。 
この旅行でたくさんの笑顔を見せていただくことができ、大変充実した

２日間となりました。 
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香芝ふれあいフェスタ 2016 11 月 6 日 

『香芝ふれあいフェスタ 2016』に“わくわく以和貴会”として参加

しました。 
ゆらくの里からは日頃の活動でご利用者が制作した陶芸作品やビ

ーズのブレスレット・絵・牛乳パックを再生した和紙で作った封筒

などを販売しました。また、地域事業所はパンや焼菓子、米粉から

あげ、綿菓子などの販売を行いました。 
どれも好評で、たくさんの方々に立ち寄っていただきました。販売

に入っておられたご利用者は途切れることのないお客さんで大忙

しでしたが最後まで笑顔で接客されていました。たくさんの方々に

立ち寄っていただき大盛況で一日を終えることができました。 

全国障がい福祉物産展 福岡大会 

11 月 18 日～19 日 

奈良県障害者作品展 

『第５回全国障がい福祉物産展 福岡大会』に通所事業所合同で参加

し、米粉入り唐揚げやシフォンケーキ、ラスクの販売を行いました。

唐揚げを購入されたお客様は、器からこぼれ落ちそうなくらいのボリ

ュームに驚きながらも、満足された表情で召し上がっておられまし

た。 
この大会では授産品の販売だけでなく、参加されている他事業所の方

とも情報交換をすることができ、とても良い経験となりました。 

12 月 3 日～8 日 

１２月３日～８日に開催されました「第４４回障がい者作品展」にて、ゆらくの里の鍵谷久仁さん・久世康司

さん・堀井謙さんの作品が、優秀賞に選ばれました。最終日に授賞式があり、鍵谷久仁さんと久世康司さんに

授賞式に出席して頂きました。お二方とも、大変緊張しておられましたが、 
賞状を受け取られた後は大変喜びを見せておられました。また、受賞以降 
の活動でも、意欲的に新たな作品造りに励んでおられます。 

鍵谷さんの作品 久世さんの作品 堀井さんの作品 
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通所事業所合同 『歌って踊って大忘年会』 12 月 15 日 

ゆらくの里で『クリスマス・コンサート』を開催しました。 
オープニングは、女性だけのミュージカル劇団として関西を拠点に

活動されている『劇団音芽（おとめ）』の方々による、クリスマス・

スペシャル・ステージ！! ご利用者がよく知っているクリスマスソ

ングや童謡を中心に、素晴らしい歌とダンスを披露して下さいまし

た。また、会場全体が一緒に歌って踊って楽しめるような演出もし

て下さいました。その後は、清掃班のメンバーによる会場がほんわ

かするような歌や、仮装した職員による「エビカニクス」や「PPAP」
等の会場全体が盛り上がるようなステージ、司会と裏方のスタッフ

による華麗な話術＆バルーン・アート等、盛り沢山な内容のコンサ

ートでした。 
 

ゆらくの里 『クリスマス・コンサート』 12 月 22 日 

ゆらくの里 新年会 1 月 10 日 

通所事業所（今人、我楽、すみれの里）合同の『歌って踊って大忘

年会』が開催されました。 
会中には各事業所のご利用者が練習した歌やダンス、関屋保育所の

保育士さんたちによる絵本を使っての寸劇、ご利用者さんのカラオ

ケ大会、男性スタッフによる「パーフェクト・ヒューマン」、女性

スタッフによる「みんなで踊ろう恋するフォーチュンクッキー」な

どの出し物があり、ご利用者も一緒にステージに上がり、溢れんば

かりの笑顔で“歌って踊って”、とても充実した一日となりました。

ゆらくの里の新春行事『新年会』を行ないました。 

今年のテーマは、「ゆっくり食べて!いっぱい笑おう!!」。今年は恒例の

お鍋では無く、お寿司バイキング形式の昼食をご利用者の皆さんに楽

しんで頂きました。調理師さんが目の前で握ってくれた美味しいお寿

司を、皆さん食事時間いっぱいまで楽しんで召し上がられていました。

午後からはご利用者・支援スタッフ・ボランティアさん参加型のイベ

ント“ゆらくだよ全員集合”を開催しました。ご利用者とスタッフで

協力した二人羽織や、激辛入りシュークリームを食べたスタッフを、

ご利用者が当てるロシアンルーレット、最後は、往年のコント髭ダン

スのテーマに合わせたマシュマロキャッチを行いました。 

どれも大盛り上がりで、新年から大声を出しながら、みんなで笑う事

が出来た新年会でした。 
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